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年頭にあたって

　今年は本研にと

って一期を画する

記念すべき年とな

るであろう。昨年

も，抑し迫って心

労に心労を皿ねた

管理庁舎，材料試験棟等の挫設が管理部長始め本

研での担当老の並々ならぬ努力，本庁振興局の局

長，課長始め多くの方々の善意ある後援，大蔵担

当官の理解等；こよって本ぎまりとなり，研究所と

しては第一次計i画完成，材料試験所とLては一歩

を踏み川すことを得る様になった。これに対して

は又森谷防衛技術研究木部長の友情に満ちた御脇

力を忘れる事ができない。斯くして念願のわが国

産材料に対する国家映詞1をする路が開けたことと

相倹って，残された20％弱の研究分野と人員の整

術の1川1坦を残して，一応本研第一次計画も軌道に

乗ることと考えられる。

　然L残されたli1l1魍，将来を慮っての閉魍等は相

当困難でもあり又大きい予算を必要とするものが

多く，決して安易な路ではたい。高純度，保証純

度の純金風製造の集中化と適正なサーピス，之に

伴う化学分析の場の碓立，溶融材料の物性，各砥

精錬，殊に直接精錬，化学111勺金属諦反応の閉魍，

固休状態の諦物刊1，超高圧高汎下の物性，急速塑
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所長橋本宇一
性加工，製造加工成品迄の連続的一貫性の改革等

何れの場合に於ても，それそれ特定材料を対称と

し，明確な目白勺を対称とした開発的，独創的な研

究が必要であり，殊に兆礎と応」ljとの，又異った

研究分野1測の脇力的，綜合的研究を考える場合，

研究態勢を軌遭に乗せることは柵当に困難でもあ

る。又材料を特定目的，例えぽロケットに依る宇’

宙開発等を考える場合，金属材料と共に非金属材

料を相当広い巾にわたって考える必要があり，本

研もこの様な観点から酸化物，炭化物，珪化物等・

を主とする材料から，炭素或は黒鉛と云う蜘こ非

金属材料の肥肚iに考えを広げる必要がある。この

ことは金属，非金属の境界楓域にある材料の研先

の必要性を恵味するO

　然し研究としては尖端を行く，斬新，独創なも

のも必要であるが，尖端は地に着いた円錐の尖端・

であって単に尖端のみを考えることは不安定であ

り，真の発腿のあるものとは考え難い。この恵味．

で木研が，材料試駄所と共にj「iに紅織的な形のみ・

でなく，所貫全員と互にはかり，そして，特巴の・

ある真に地に・ついた本研の在り方を一胴確立して

科学披術発展に寄与したい年卿こ当り，所見の一

端を述べたが，と共に一胴一般の本研に対する魁

解と認識と御援助とを御願いしたい。

　　　　　今　　　　令　　　　令



最近の鉄鋼の研究の動向と材技研

　わが禺の鉄鍋の生産掘：がヨーロッパのいわゆる

工薬先遮悶をぬいて’1壮界躰三伽cなったのは蜘こ

大分前のことであるo先般のオリソピックでもlu二

界策三位となったが，そのたy）には選乎の強化に

努力して禺の予猟も沢1」、1使ったo鉄鋼薬において

もこの高度の生産を保ち輔川をさらに仲ばすため

には，より能率酌な披術により，より良質の製品」

を作り洲さねぼならない。そして世界第三位とた

った今では，何としても自分達の多夢力で研究をす

すめ，それによって技術を㈱従してゆかねぼなら

ない。

　このようなことの自然1杓たあらわれかどうか分

らないが，同本鉄鉗脇会，i三1木会繍学会における

研究捷表数が箸しく多くなっている。ユ964年の療

秋の副1漱大会の講炊数は鉄・非鉄を遜じて約1ユ00

件にも及び，これを工0年前にくらべると約倍で，

極めて高度の成長をとげている。わが材披研の研

究発爽も，脊学会を逝じて年閥全体で約！10件に

逮し，一つの組繊としてはわが鯛で一二を箏うま

でに菱1jっているo

　一方，研究を共岡で行おうという慨向が擾近特

に著しい。鉄鋼の基礎自勺研究は，わが圃では従来

幾分弱いとされていたが，蝦近，目木金属学会，目

本鉄鋼脇会および日木学術振興会第19および第54

委貫会が協力して鉄鋼基礎共同研究会なるものを

発足させた。現在，坂り上げようとする研究テー

刊こついて誘が進ソ）られているが，鉄鏑の転位諭，

純鉄，微冊不純物，非金属介在物および融体の物性

などが候補にあがっているoこれらの研究テーマ

は，た童たま材披研でも強加こ研究が遮められて

いるものが多いので，このようなテーマで発足さ

れるならぽ材披研も大いに脇力川来るであろう。

　他方，披術的な研究については，日本鉄鋼協会

に鉄鏑披術共岡研究会があり，活発な活動をして

おり，いわぽ今日の日本鉄鏑榮の披術推達のパッ

クポーソをなしている。この分野では，最’近，設備

披術の研究の謙がおこっている。いわゆるP－ant

Engiηeeringで，1青i酬后11御，1『醐膏11楓1jの分蜥まで

含めた鉄鏑生産設㈱の研究である。鉄鍋における

研究が冶金向勺な研究だげでなく設蜥やエネルギー

利j＝同の研究におよぶのは当然であるが，そのた汐）

には他の雄榮分蜥との火阿研究が必災である。と

にかく，境界領域の共同研究が技術上の閉魑で取

り、ヒげられることは燃ぱしいことと言えようo

　このように，いろいろの学脇会や学術振興会に

おける研究活動が益々盛んになり，その会禽開催

の数も一寸と見当がつかぬほど多くなっている

が，それに従い，材披研の研究者はこれらの会含

に引き川される場合が非常にふえて来た。委凝と

して研究掩爽したり，或は委負長，幹歌としてお

’肚誘する場禽もある。同水櫟刊隻規格闘係について

も岡様で，規格も次々と改訂されあるいは新しい

規格がつくられつつあるが，この雨でもいろいろ

の形でお手伝いしているoたとえぼ，昨年度，7・

件の特殊鋼規楴改訂の委員長，又原案作成主奄2

件を所負がおおせつかっているo

　ここで海外との研究の交流に1距辿を11藪じてみる。

従来，工学の分野では，海外で㈱かれる禺際会議

への川席，海外研究状況の槻察，あるいは海外留

学ということが多く，外禺の学者や技術者の来る

場合はとかく著名な大家を招へいすることが大都

分で，場合によっては観光約要索を伴うこともあ

った。しかし，澱近では片貿易から交流へと変

り，第一線の人々から若乎の研究者にいたるrl］の

広い鰯の外国人を迎えるようになった。それも，

］昨年の英禺からの鉄鍬槻察1111，昨年のソ聯の鉄

鋼調査醐のような高度の視察ド呈1，或は，オリソピ

ック後の王1月に来訪した多くの外禺の研究者な

ど，観光的要索を全く含童ぬものであった。材披

研も，わが禺の視察ルートの一つとみられている

ようで，時には迦に数糾の外人の訪州を受けるこ

とがあり，外国語堪能なオ打・孤青究凝は大分忙し

く，又，全般に一外鰻人に対する説閉や討諭の仕方

もうまくなってぎたようである。又，一昨年から

昨側こかけて，仏の互RSIDの韮征研究黛コレッ

ト樽土が交炊研究負として材披研に約一年滞在

し，共々研究が川来たのはナ）れわれとして得る所

が大ぎかった。
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超高真空蒸着装置について
　金属薄膜は固体エレクトロニックス時代の花形

となりつつあると言っても過言ではない。マイク

同モジュール，冊子計蛆機素子等々枚挙にいとま

がない。この金属薄膜は真空蒸着法により作成さ

れることが最も多い，すなわちその特1ご1三が他法に

よるものより数段優秀であり，維済的にも有利で

ある等のためである。しかし一方では悩みも抱い

ている。蒸着膜形成の物理r

到達真空度

使用ポソブ

裸B－Aゲージにて5×10■1oTorr

二1三引　400／／secイオソポソプ

ネ■n助　サプリノーショソポソプ

　　　811secイォソポソプ（覧子銃）

．’　　ソープショソポソプ2個

冗子銃　テレホーカス方式，汲大50kV20mA

ベルジャー　SUS27蚊300mmφ×360mmh

　　　　　　　　　　べ一キソグ　ベルジャー

’が完全には解明されていな

いこと，そのためバルクと

異る優秀な特異性も，蒸着

膜特有の非W現性も十分に

は探求されていないことで

ある。

　金属物理第一研究室では

真空度・蒸着速度・下地温

度の3っの観点から上記の

悩みを卵かす帥勺で，電子ビーム蒸着による超高

真空装r酎を開発した。

　蒸着膜の一大特長は，極めて微小な結品粒子か

ら成る薄膜であると言える。これが通常のパルク

特性と異る優秀な特異性を示す最大の長所となる

が，一方では形成時の真空中残留ガスの影響が大’

き’く，ひいては可現性を恕化させる最大の知所と

もなると考えられる。そこで第一に清浄な超高真

空中で蒸着して，残留ガスを少くすることにより

短所を改善することを抑1した。第二に蒸着速度を

可能な限り早くして，残留ガスの彫響を更に少く

すると共に薄膜形成の促進を畑して，局部的に急

速加熱の可能な冗子ピーム燕着法を採川した。第

三に金属蒸気が下地に到達以後の薄膜形成に最も

関係する下地温度を広範閉1に変化させ，湖膜形成

の状態・格二戸久陥の状態・緋品粒予の大きさ等を

制御して，それらと蒲膜の特性との関連を明かに

することを抑］イ寺したO

　主ポソプには断水・停電・故障の際の心配が無

く，撚作の簡便な，完全にオイルレス系というソ

ープシ目ソポソプとイオソポソプを採川した〇

　三仁な仕様を列挙すると

　　　　　　　打ごザ＝一…

～g時問で2x1O■9Torrに到連する，

なけれぱその後数時問で容易に5xl〇一〇Torrに

到達する。通常ベルジャーを開放して原料・下地

等を交換してから閉じて夕万迄にべ一キソグを終

え，一晩イオソポソプを働かして翌目蒸着可能と

いう2日問操作である。

　ファラデーゲージを月］いた検在では入射ビーム

の約70％が照射され，照射而でのビーム直径は約3

mmφであった。原料の形状にもよるが，W・Ta・

Mo・Nb・Zrをf吏用して容易に蒸発可能であった。

　下地と原料はベルジャー中心線の上下に配置す

るが，これに対し電子ビームは130斜上方から入

躬させているので，金属蒸気が原料をllト1心として

等方的に蕪発しているかの心配があり，その分布

を調べた。半径ユ00mmの半球而ガラス（斜11二方に

ピーム入蛆孔あ‘））の巾心に原料が在る配附にて，

その内面に蒸着された膜厚分布は肉眼観察の限り

一様であり，等方的蒸発であることを碓認した。

　今後磁凶1湖映，超電噂湖映を作成して前述条件

の唖々の細．合せでその特1当1を調べるのであるが，

1「下Niを兀1いて冗二戸ビーム燕杵のツ■』礎データを

採共しているo

　　　300oC，イオソポソプ

　　　および電子銃200℃

下地温度　　液体窒素侃度

　　　から500oCまで。

　現在迄の使用結果では約

2時間で約10－7Torrにな

りべ一キソグ3時問後室温

に冷却Lて約ユO■9Torrに

なる・結局スタート後約8

　　　　　　　　リークが

一3



再現溶接金属連続冷却変態図作成装置

　溶接音1；の熱サイクルを小訓十に再現して辿一続冷

却変態図（CCT図）を作成すると，溶接性の判

定ならびに溶接条件の決定のための基礎資料を得

ることができる。この溶披川CCT図には溶楼熱
膨紗榔をW班したいわゆる＝i1閉熱膨響榔逃続冷却

変態図（SH－CCT図）と溶接金胴をW塊した再現溶

按金胴辿続冷却変態図（SW－CCT図）とがある。

しかし後老のSW－CCT図剛乍成例は極めて少な

い。これは溶融凝固．の過程を逝る溶接金属の熱サ

イクルを試片に再現することがむづかしいためで

ある。そこで本装置では浮遊溶解　（Levitation

mさ1ting）　の原理の1部を利月司し，丸棒試片（6

mmφ×70mm）の先端を溶融させて，溶融凝固．

過程を経る溶接金属の熱サイクルを容易に再現し

得ることに成功した。

　本装雌は主として溶接熱サイクル再現装置1と変

態点測定装置とから柑成されている。

　溶接熱サイクル再現装置　木装i耐は峨大川力

15KW，発振周波数400kcの高胴波充振機と溶接

熱サイクル再現プログラマーとから榊成されてい

る。任恵の溶接熱サイクルはプログラマー盤上の

ダイヤルを操作するだけで簡単に求めることがで

きる（従来の装姓では溶接熱サイクルの数だけ砥

々の形状のカムを用意せねぼならなかった）この

プログラマーでは溶接熱サイクル上の任意の4点

を避びその一点の各区附1での汎度変化率が一定とな

るような伽御方式であるoしたがって溶按熱サイ

クルの辿続冷却およびその途上での定侃保持また

は丁■手カ1．1熱することもできる。可変の熱サイクル範

囲は下表のとおりである。

区111」■設定11洲1刊．1雌化率　汎度公配

1o～m…　17～！60℃／。。。上昇
　　　　　　　　　　　　　　下1降
2　　　　　〃　　　　8～80oC／sec　　　　　　　〃

3　　0～6min　1－6～ユ4．6oC／sec　　　　　〃

4　　　　　〃　　　0・8～7・3oc／sec　　　　　　〃

…羊

加熱部

．醐計

曲司則

1魎
奥

mV設定器

真空ホノフ

真空計

言己録計

RH燥作盤

P■口調節計　　　　HF緒合器

パルスモター駆動部　　　　プログラム設定部

　　　再現溶楼熱サイクル装1ポ■1＝系統図

　変態点測定記録装置　R．S．I式熱膨脹記録装i虻

r当研試作）のXY記録計の1音1≦が改良されて，

X－Y軸には各々「温度一のぴ」r1時問一温度」およ

びr時問一のび」が3段切喚えによって記録でき

るo熱膨脹測定純囲はO～0．2mm，0～0．！mm，

温度測定範1坦は0～！，000℃，0～1，700oCのそれ

ぞれ2段切換えになってい私X軸の記録紙の時

1判送り遮度は各々15，60，！，800，7，200cm／hrの

4砥類であるo・

　　　　　　　（通巻　第ア3号）
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